
























































































































































講演種別 件数 収録時間 話者人数（延べ） 話者人数（異なり）
学会講演 152件 約43時間 152人 143人
模擬講演 218件 約40時間 218人 127人
表2－1　学会講演評者内訳
　　　　性別




























































































































































































































































































































2ワタクシ 42gi　17．5 12gi　42．7 300i　注3．9
3ボク 　5Q901　11．8 18i　6．0 　巳Q721　12．6





















































































計 47gi　10◎．◎ 94i　100．0 385i　10◎．0
（b）1945年～1964年生まれ
学云i謝 擬調














































数 1割合〈％〉 数 1割合（％）一 数 1割合（％）
1ワレワレ 　■Q40148．4 22gi．70．9 11i 6．4
2ワタシタチ 　驚P17i 23．6 35i 1◎．8 82i 4τ4
















7ワタシドモ 13i 2．6 11i 3．4
?
1．2
8ボクタチ 6i L2 oi 0．0 ? 3．5





















































































13ワタシラ 1i 0．3 oi 0．0 1i 1．5
計 355： 100．0 2871100．0 681100．0
（b）女性
学胃諦 擬諏
数 i割合（％） 数　　1割合（％） 数 i割合（％）
1ワレワレ 14i 9．9 121 33．3
??
1．9



















7ワタシドモ oi 0．0 oi 0．0 oi 0．0



























13ワタシラ oi 0．◎ oi 0．0 oi 0．0





数 1割合（％） 数 1翻合（％） 数 1割合（％）































































13ワタシラ ol 0．0 ol 0．0 ◎1 0．0














































































討 1701100．0 1261100．0 441100．0
（c）1965年～1984年生まれ
学万講 擬講
数 ；割合（紛 数 1割合（紛 数 1割合（％）
1ワレワレ 119； 52．0 1171 83．6
??
2．2











5ボクラ 21i 9．2 ? 0．0 21i 23．6
6ワタクシタチ 111 4．8 ll 0．7 101 1L2
7ワタシドモ
? L7 ? 2．9 ? 0．0
8ボクタチ ? 2．6 ? 0．0 ? 6．7





































































計 34、1　100．0 31　100．0 311　100．0
（b）女性 ?
学云諭 擬調




































































計 葛5i　100．G oi　100。　G 5i　100．0
（b）女性
王 学㌶講 擬講演


















































サン　1サマ サン　1サマ サン 1サマ
1《人名》 2001 4 871
?
1131　　　4
2　ヒ ミナ 1251 16 571 13 681　　　3
3お母 オカア 801 3 Ol 0 801　　　3
4お父 オトウ 621 2 Ol 0 621　　　2
5お オキャク 301 22 11 0 291　　　22
6おば オバ 25i 2
?
0 20i　　2
7お医者 オイシヤ 211 1 Ol 0 211　　　1
8お姉 オネエ 161 1 Ol 0 161　　　1
9お榮 オジイ 71 1 α 0 71　　　　1
10奥 オク 6； 3 11 1 51　　　2
11大仏 ダイブツ 61． 1 Ol 0 61　　　　1










15何々 ナニナニ L 2 Ol 0 11　　　2






























































































































タチ・ ラ　・ドモ タチ・ ラ　・ドモ タチ・　ラ　・ドモ
1人 ヒト 1751 11 0 30； 0； 0 　　　　一P45； 　 11　　　02私 ワタシ 1171 ? 13 351 ? 11 821　　　11　　　2
3自分 ジブン 51・ 3・ 0 8・ 3・ 0 43・　　　0・　　　0一
4少年 ショウネン 201 11 0 Ol 11 0 20；　　　01　　　0
5私 ワタクシ 191
? 39
? ? 35 111　　　0；　　　4
6《人名》 8・ 24・ 0 2・ 24・ 0 6・　　一一











全体 当ム≡　o@瓜 講’1子供 コドモ 50 6 44
2　あたし アタシ 33 1 32
3子 コ 21 0 214方 カタ 19 1 185学生 ガクセイ 7 5 26友人 ユウジン 7 0 77若者 ワカモノ 7 0 78先 センパイ 6 0 69先生 センセイ 5 1 4
10馬 ウマ 5 0 5
11本人 ホンニン 4 2 2
12生徒 セイト 4 1 3
13犬 イヌ 4
? 4
14おじさん オジサン 4 0 4
15孫 マ：ゴ 4 0 4
16監守 カンシュ 3 0 3
17騎士 キシ 3 0 3
18君 キミ 3 0 319魚 サカナ 3 0 3
20選手 センシュ 3 0 3
21虫 ムシ 3 0 3
22ヤツピー ヤッピー 2 2 0
23 アニ 2 0 2
24妹 イモウト 2 0 225お母さん オカアサン 2 0 2
26親 オヤ 2 0 2
27科学者 カガクシャ 2 0 2
28彼女 カノジョ 2 0 2
29後 コウハイ 2 0 2
30囚人 シュウジン 2 0 2
31　ビーバー ビーバー 2 0 2
32娘 ムスメ 2 0 2
33あたくし アタクシ 1 1 0
34おかみさん オカミサン 1 1 0
35 オレ 1 1 0
36学’者 ガクシュウシャ 1 1 0
37匂当 コウトウ 1 1 0
38者 モノ 1 1 0
39留学生 リュウガクセイ 1 1 0
40あなた アナタ 1 0 1
41あんた アンタ 1
? 1
42売り子さん ウリロサン 1 0 1
43お医者さん オイシャサン 1 0 1
44おっさん オッサン 1 0 1
45お父さん オトウサン 1 0 1
46弟 オトウト 1 0 1
47お年寄り オトシヨリ 1 0 1
一32一
48お姉さん　　　オネエサン 1 0 1
49お“ちゃん　　オバアチャン 1 0 1
50おばさん　　　オバサン 1 0 1
51音楽虚　　　　オンガクカ 1 0 1
52ガイドさん　　ガイドサン 1 0 1
53方々　　　　　カタガタ 1 0 1
54監守長　　　　カンシュチョウ 1 ? 1
55教授　　　　　　キョゥジュ 1 o 1
56グループ　　　グループ 1 0 1
57警官　　　　　　ケイカン 1 0 1
58研究員　　　　ケンギュウイン 1 0 1
59研修生　　　　ケンシュウセイ 1 ? 1
60高校生　　　　コウコウセイ 1 0 1
61候補者　　　　コウホシャ 1 0 1
62地主さん　　　ジヌシサン 1 0 1
63住民　　　　　ジュウミン 1 ? 1
64少年少女　　　ショウネンショウジョ 1 0 1
65女性　　　　　ジョセイ 1 0 1
66親友　　　　　シンユウ 1 G 1
67青年　　　　　セイネン ? 0 1
68代議士　　　　ダイギシ 1 0 1
69男性　　　　　ダンセイ 1 0 1
7◎チンパンジー　チンパンジー 1 0 1
71デコイ　　　　デ：コイ 1 0 1
72登場人物　　　トウジョウジンブツ 1 ? 1
73仲間　　　　　ナカマ 1 0 1
74日本人　　　　ニホンジン 1 ? 1
75人間　　　　　ニンゲン 1 0 1
76姉ちゃん　　　ネエチャン 1 0 1
77俳優i　　　　　　ハイユウ 1 0 1
78白人　　　　　バクジン 1 0 1
79バックパッカーバックパッカー 1
? 1
8◎母　　　　　　天子 1 0 1
81ポーター　　　ポーター 1 0 1
82　ミニー　　　　　　　　ミニー
? ? 1
83姪っ子　　　　メイッコ 1 0 1
84擁護論者　　　ヨウゴロンシャ 1 0 1
85旅行者　　　　リョコウシャ 1 ? 1
86　レッド　　　　　レッド 1 0 1






1彼 カレ 52 12 40
2作り手 ツクリテ 1 1 0
3　者 ヒツシヤ 1 1 0
4うち ウチ 1 0 1
5こいつ ほイツ 1 G 1
6てめえ テメエ 1 0 1





1不良 ブリョウ 3 0 3
2手前 テマエ 2 0 2























1話 ハナシ 156 84 72
2店 ミセ 114 0 114
3金 カネ 111 7 1◎護
4客 キヤク 56 1 55
5墓 バカ 35 19 16
6酒 サケ 33 3 30
7　子 カシ 33 2 31
8蕎麦 ソバ 29 1 28
9内 ウチ 24 0 24
1◎寺 一　　　一Aブ 24 0 ・　　2411友達 トモダチ髄 24 o 24
12昼 ヒル・ 23 ? 23
13風呂 フロ 23 0 23
14部屋 ヘヤ 23 0 23
15祭り マツリ 22 8 14
16医者 イシヤ 22 0 22
17年寄り トシヨリ 21 0 21
18正月 ショウガツ 18 1 17
19　麦屋 ソバヤ 17 ? 17
2◎世話 セワ 12 4 8
21花 ハナ 12 1 11
22瓶 サラ 12 0 1223 シロ 12 0 12
24寿司 スシ 11 1 10
25料理 リョウリ 11 1 1◎
26土産 ミヤゲ 11 0 11
27米 コメ 10 0 10
28付き合いツキアイ 10 ? 10
29勉強 ベンキョウ 1◎ 0 1◎
30魚 サカナ 9 4 5
31手伝い テツダイ 9 3 6
32掃除 ソウジ 9 ? 9
33宅 タク 8 3 5
34茶 チャ 8 2 6
35酢 ス 8 0 8
36　事 シゴト 7 3 4
37芝居 シバイ 7 1 6
38砂糖 サトウ 7 ? 7
39得意 トクイ 7 0 7
40水 ミズ 7 0 7
41洋浸 ヨウフク 7 0 7
42嫁 ヨメ 7 0 7
43囚鈍 ウドン 6 ? 6
44買い物 カイモノ 6 0 6
45’ クスリ 6 0 6
46 シリ 6 0 6
47　式 ソウシキ 6 0 6
48誕生 タンジョウ 6 0 6
49肉 ニク 6 0 6
一ss一
50不動　　ブドウ 6 0 6
51見　い　　ミマイ 6 0 6
52手元　　テモト 5 5 0
53言葉　　コトバ 5 3 2
54花屋　　ハナヤ 5 1 4
55礼　　　レイ 5 1 4
56好み　　コノミ 5 0 5
57散歩　　サンボ 5 0 5
58汁　　　シル 5 0 5
59庭　　　ニワ 5 ? 5
60花見　　ハナミ 5 0 5
61弁当　　ベントウ 5 0 5
62盆　　　ボン 5 0 5
63櫃　　　ヒツ 4 4 0
64仕舞い　シマイ 4 3 1
65嬢　　　ジョウ 4 1 3
66化け　　バケ 4 1 3
67絵書き　エカキ 4 0 4
68化粧　　ケショウ 4 G 4
69子　　　　コ 4
? 4
70小遣い　コヅカイ 4 0 4
71手洗い　テアライ 4 0 4
72御輿　　ミコシ 4 0 4
73面　　　メン 4 0 4
74笑い　　ワライ 4 0 4
75刺し身　サシミ 3 3 0
76豆腐　　　トウフ 3 3 0
77時問　　ジカン 3 2 1
78堂　　　　ドウ 3 2 1
79人形　　ニンギョウ 3 2 1
80祝い　　イワイ 3 1 2
81上　　　　カミ 3 1 2
82知らせ　　シラセ 3 1 2
83給料　　キュウリョウ 3 0 3
84札　　　サツ 3 ? 3
85喋り　　シャベリ 3 0 3
86鍋　　　ナベ 3 0 3
87見合い　　ミアイ 3 0 3
88覇　　　　　ユ 3 0 3
89遊び　　アソビ 2 2 0
90断わり　謙トワリ 2 2 0
91伺い　　ウカガイ 2 1 1
92金持ち　カネモチ 2 1 1
93支払い　シハライ 2 1 1
94世辞　　セジ 2 1 1
95釣り　　ツリ 2 1 1
96馴染み　ナジミ 2 1 1
97名前　　ナマエ 2 ’1 1
98百姓　　ヒャクショウ 2 1 1
99休み　　ヤスミ 2 1 1
100詫び　　ワビ 2 1 1
一37一
101釜　　　　カマ 2 0 2
102気　　　キ 2 0 2
103稽古　　ケイコ 2 0 2
104財布　　サイフ 2 0 2
105座敷　　ザシキ 2 0 2
106誘い　　サソイ 2 0 2
1◎7試験　　シケン 2 ? 2
108’油　　　ショウユ 2 0 2
109　事　　シ葺クジ 2 0 2
11◎吸い物　スイモノ 2 0 2
111勧め　　ススメ 2 0 2
112赤飯　　セキハン 2 ? 2
113蕪餅　　センベイ 2 0 2
114総菜　　ソウザイ 2 0 2
115茶　　　　チャワン． 2 0 2
116手紙　　テガミ 2 0 2
117手本　　テホン 2 0 2
118年玉　　トシダマ 2 0 2
119穴屋　　ニクヤ 2 0 2
120箸　　　ハシ 2 0 2
121　　　　ハナ 2 0 2
122別れ　　　ワカレ 2 0 2
123祈り　　イノリ 1 1 0
124飾り　　カザリ 1 1 0
125方　　　カタ 1 1 0
126河童　　カッパ 1 1 0
127考え　　カンガエ 1 1 0
128聞き逃しキキノガシ 1 1 0
129相撲　　スモウ 1 1 0
130便り　　タヨリ 1 1 0
131でこ　　　デコ 1 1 0
132手持ち　テモチ 1 1 0
133茄子　　ナス 1 1 0
134守り　　マモリ 1 1 0
135霞　　　メ 1 1 0
136約束　　ヤクソク 1 1 0
137宿　　　ヤド 1 1 0
138芋　　　イモ 1 0 1
139粥　　　カユ 1 0 1
140狩場　　カリバ 1 0 1
141気の毒　キノドク 1 0 1
142経　　　キョウ 1 0 1
143教室　　キョウシツ 1 0 1
144香　　　　コウ 1 0 1
145答え　　コタエ 1 0 1
146産婆　　サンバ 1 0 1
147式　　　シキ 1 0 1
148地蔵　　ジゾウ 1 0 1
149好き　　スキ 1 0 1
150歳　　　セイボ 1 0 1
151節介　　セツカイ 1 0 1
一ss一
152接待　　セッタイ 1 0 1
153膳立て　ゼンダテ 1 0 1
154外　　　ソト 1 0 1
155供え物　ソナエモノ 1 0 1
156粗末　　ソマツ 1 0 1
157台場　　ダイバ 1 0 1
158団子　　ダンゴ 1 0 1
159稚児　　チゴ 1 0 1
160茶会　　チャカイ 1 0 1
161調子　　チョウシ 1 0 1
162使い、　ツカイ 1 G 1
163摘み　　ツミ 1 0 1
164手　　　　テ 1 0 1
165手入れ　テイレ 1 0 1
166天気　　チンキ 1 0 1
167通し　　トオシ 1 0 1
168餐め　　トガメ 1 0 1
169得　　　トク 1 0 1
170年　　　　トシ 1 0 1
171隣り　　トナリ 1 0 1
172供　　　　トモ 1 0 1
173開き　　ヒラキ 1 0 1
174二人　　　フタリ 1 0 1
175坊　　　ボウ 1 O 1
176飯事　　ママゴト 1 0 1
177饅頭　　マンジュウ 1 0 1
178味噌　　ミソ 1 0 1
179野菜　　ヤサイ 1 0 1
18◎屋敷　　ヤシキ 1 0 1
181呼ばれ　　ヨバレ 1 0 1
182留守　　ルス 1 0 1






1説明 セツメイ 39 33 6
2紹介 ショウカイ 31 20 11
3報告 ホウコク 16 15 1
4清聴 セイチョウ 14 5 9
5意見 イケン 11 11 0
6研究 ケンキュウ 5 5 0
7指摘 シテキ 5 5 0
8指導 シドウ 5 5 0
9発表 ハツピヨウ 5 5 0
10近所 キンジョ 5 0 5
11主人 シュジン． 5 0 5
12批判 ヒハン 4 4 0
13了承 リョウショウ 4 4 0
14参考 サンコウ 4 3 1
15夫婦 フウフ 4 0 4
16協力 キョウリョク 3 3 0
17参照 サンショウ 3 3 0
18質問 シツモン 3 3 0
19注意 チュウイ 3 3 0
20利用 リヨウ 3 3 0
21相談 ソウダン 3 2 1
22本人 ホンニン． 3 1 2
23馳走 チソウ 3 0 3
24回答 カイトウ 2 2 0
25興味 キ翼ウミ 2 2
?
26承知 ショウチ 2 2 0
27容赦 ヨウシヤ 2 2 0
28論文 ロンブン 2 2 0
29褒美 ホウビ 2 0 2
30両親 リョウシン 2 0 2
31希望 キボウ 1 1
?
32自分 ジブン 1 1 0
33専門 センモン 1 1 0
34退屈 タイクツ 1 1 0
35箸書 チョショ 1 1 0
36都合 ツゴウ 1 1 0
37提案 テイアン 1 1 0
38発雷 ハツゲン 1 1
?
39判断 ハンダン 1 1 0
40夫人 フジン 1 1 0
41ゆっくりユックリ 1 1 0
42要望 ヨウボウ 1 1 0
43利益 リエキ 1 1 0
4婆理 リカイ 1 1 0
45案内 アンナイ 1 0 1
46一報 イッポウ 1 0 1
47出族 カゾク 1 0 1
48機嫌 キゲン 1 0 1
49招待 ショウタイ 1 0 1
一4e一
50先祖　　センゾ 1 0 1
51多分　　タブン 1 0 1
52注文　　チュウモン 1 0 1
53登揚　　トウジョウ 1 0 1
54披露　　ヒロウ 1 0 1
55本　　　ホン 1 ? 1







全体 1学会講演1模擬講演 全体 1学会講演1模擬講演
1話 ハナシ 1561 841 72 5691 2231 346
2店 ミセ 1141 Ol 114 421 11 41
3金 カネ 1111 71 1◎4 王41 ◎1 14
4客 キヤク 561 11 55 41 21 2
5墓 バカ 351 19： 16 71 71 0
6酒 サケ 331 31 30 111 Ol 11
7　子 カシ 33i
? 31 ? ? 0
8蕎麦 ソバ 291
? 28 171 ? 15
9内 ウチ 241







24 2421 221 220
12昼 ヒノレ 231・ ◎1 23 幽13 2； 11
13風呂 プロ 231 Ol 23 31 Ol 3
14部屋 ヘヤ 231 ◎1 23 1241 251 99
15祭り マツリ 221 81 14 141 71 7
16医者 イシヤ 221 Ol 22 161 11 15
17年寄り トシヨリ 21i












8 121 Ol 12
21花 ハナ 121
?
11 291 31 26
22一皿 サラ 121
?
12 ? 0； 0
23 シロ 121，
? 12 Ol Ol 0
24寿司 スシ 111 11 10 2◎1 α 20
25料理 リョウリ 111 ? 11 331 41 29
26土産 ミヤゲ 111 ◎1 11 Ol Ol 0
27米 コメ 101 0： 10 71 61 1
28付き合いツキアイ 10i








2 ? Ol ?








全体　1男性 1女性 全体　1男性 1女性1話 ハナシ 156： 871 69 5691 3611 2G8
2店 ミセ 1141 421 72 421 211 21
3金 カネ Ull 531 58 14： 131 1
4 キャク 561 321 24 41 11 3
5墓 バカ 351 251 10 71 71 0
6酒 サケ 331 101 23 111 61 5
7　子 カシ 33i
? 25 ?? ? 0
8　麦 ソバ 291
? 25 171 ? 9
9内 ウチ 241
? 24 385； 1711 214
10寺 一　　　一Aブ 241
?
16 ? ? 0
11友達 トモダチ 241
?? 23 2421 102： 140
12昼 ヒル 23： 61 17 131 81 5
13風呂 プロ 231 131 10 3； 31 0
14部屋 ヘヤ 231 Ol 23 124； 551 69
15祭り マツリ 221 81 14 141 10： 4
16医者 イシヤ 22： 81 14 161 51 11













8 12 ? 9
21花 ハナ 121 Ol 12 29： 1α 19
22瓠． サラ 121 51 7
? ?
0
23 シロ 121 Ol 12
? Ol 0
24寿司 スシ 111 51 6 201 21 18
25料理 リョウリ 111 ? 11 331 91 24
26土産 ミヤゲ 111 21 9 ◎1 ◎1 0
27米 コメ 101 Ol 10 71 31 4
28付き合いツキアイ 10i
? 7 14i ? 6
29勉強 ベンキョウ 王◎i










1話 ハナシ 871 69 671 17 2α 52
2店 ミセ 421 72 Ol 0 421 72
3金 カネ 531 58 61 1 47： 57
4客 キャク 321 24 11 0 311 24
5墓； バカ 251 10 191 0 61 10
6酒 サケ 101 23 31 0 71 23
7　子 カシ
? 25 ? 1 ? 24
8　麦 ソバ
? 25 ? 0 ? 25
9内 ウチ








23 Ol ．0 11 23
12昼 ヒル 61・ 17 Ol 0 61 17
13風呂 フロ 131 10 Ol 0 13： 10
14部屋 ヘヤ Ol 23 Ol 0 ◎1 23
15祭り マツリ 81 14 81 0 Ol 14
16医者 イシヤ 81 14 Ol 0 8； 14
17年寄り トシヨリ 31 18 Ol 0 31 18
18正，月 ショウガツ
?
9 ? 1 ? 8
19幾十屋 ソバヤ
?
















23 シロ Ql． 12 Ol 0 ◎1 12
24寿司 スシ 51 6 11 0 4．1 6
25料理 リョウリ Gl 11 0； 0 Ol 11
26±：産 ミヤゲ 21 9 Ol 0 21 9




? 0 ? 7
29勉強 ベンキョウ
?
9 ? 0 ? 9
115茶 チャワン
?
2 ? 0 Ol 2





1話 ハナシ 3611 208 1841 39 1771 169
2店 ミセ 211 21 11 0 201 21
3金 カネ 131 1 Ol 0 131 1
4 キヤク 11 3 11 1 Ol 2
5墓 バカ 71 0 7； 0 0： 0
6酒 サケ 61 5 Ol 0 61 5
7　子 カシ
? 0 ? 0 ? 0
8　麦 ソバ
?
9 ?? 0 ?? 9




? 0 Ol ?
11友達 トモダチ 1◎21 140
?
15 951 125
12層し とル 81 5 21 0 61 5
13風呂 フロ 31 0 ? ? 31 0
14部屋 ヘヤ 551 69 23 2 321 67
15祭り マツリ 101 4 71 0 31 4
16医者 イシヤ 51 1王 11 0 41 11
















9 ? 0 31 9
21花 ハナ 101 19
?
1 81 18
22」阻 サラ Ol 0
?
0 Ol 0
23 シロ ? 0 ? 0 Ol 0
24寿司 スシ 21 18 Ol 0 21 18
25料理 リョウリ 91 24 1； 3 81 21
26土産 ミヤゲ Ol 0
? ? Gl 0
27米 コメ 31 4 21 4 11 0
28付き合いツキアイ
? 6 ? 0 ? 6
29勉強 ベンキョウ 411 71














全体 ：学会講演；模擬講演 全体 1学会講演；模擬講演
1説明 セツメイ 391 331 6 3381 2841 54
2紹介 ショウカイ 311 201 11 104： 46： 58
3報告 ホウニク 161 151 1 881 851 3
4清聴 セイチョウ 14i
? 9 ? ? 0
5意見 イケン 111 111 0 551 37： 18
6研究 ケンギュウ
? ? ? 3261 3071 19
7指摘 シテキ
? ?
0 6a 611 5
8指導 シドウ
? ??
0 241 181 6
9発表 ハツピ葺ウ 51 51 0 3111 2971 14
10近所 キンジョ 51 Ol 5 681 31 65
11主人 シュジン 51 ◎1 5 481 51 43








全体．1 男性 1女性 全体　1男性 1女性1説明 セツメイ 391 291 10 3381 2461 92
2紹介 ショウカイ 311 181 13 1041 521 52






2 551 22； 33
6研究 ケンキュウ
?
21 3 3261 2241 102
7指摘 シテキ
??
51 0 661 481 18
8指導 シドウ
?
41 1 241 181 6
9発表 ハツピヨウ 51 51 0 3111 224： 87
10近所 キンジョ 51 Ol 5 681 141 54
11主人 シュジン 51 11 4 481 131 35






男性　1女性 男性　1女性 男性 1女性
1説明 セツメイ 291 10 261 7
?
3
2紹介 ショウカイ 181 13 161 4 21 9
3報告 ホウコク 131 3 12： 3 11 0
4清聴 セイチョウ 61 8 41 1 21 7
5意見 イケン 91 2 91 2 Ol 0
6研究 ケンギュウ 2； 3 21 3 Ol 0
7指摘 シテキ 51 ? 51 ? ◎1 ?
8指導 シドウ 41 1 41 1 ◎1 0
9発表 ハツピヨウ
?
0 ? 0 ? 0
10近所 キンジョ
?? 5 ? 0 ? 5
11主人 シュジン 11． 4 Ol 0
?
4






男性　1 女性 男性　1女性 男性 ＝
1説明 セツメイ 2461 92 2261 58 201
2紹介 ショウカイ 521 52 381 8 14：
3報告 ホウコク 651 23 631 22 21
4清聴 セイチョウ Ol 0 Ol 0 Ol
5意見 イケン 221 33 181 19 41
6研究 ケンキュウ 2241 102 2211 86 31
7指摘 シテキ 481 18 461 15 21
8指導 シドウ 181 6 161 2 21
9発表 ハツピヨウ 224i 87 22◎i 77
?
10近所 キンジョ 141 54
?
3 141





































































































































































? ? ? 0
4発表する ハツピョウスル
?
0 ? 0 ? 0
5やる ヤル





0 ? 0 ? 0
7提　する テイアンスル




? ? ? 0 ? 0
9相槌を打つ アイヅチヲウツ
?








0 ? 0 ? 0
12書く カク
?




? ? ? 0
14～ていく ～テイク







?? 0 ? 0 ? 0
17気づく キヅタ
? ? ? 0 ?? 0
18苦労する クロウスル







? ? ? 0 ?? 0
21作る ツクル













0 ? 0 ?? 0
25イメージするイメージスル













0 ? 0 ?? 0
29　組む シクム






















































41～てくる ～テクル ? 3 Ol 2 ◎1 1
42来る クル α 2 α 0 Ol 2
43加える クワエル α 1 Ol 1 Ol 0
44述べる ノベル ? 1 α 1 α 0
45論ずる ロンズル Ol 1 Ol 1 Ol 0
46伝える ツタエル Ol 1 α ? Ol 1




1分かる　ワカル 8 5 3
2聞く　　キク 3 3 0
3立つ　　　タツ 3 3 0
4使う　　ツカウ 3 3 0
5書く　　カク 2 2 0
6入る　　ハイル 2 2 0
7辞める　ヤメル 2 1 1
8考える　カンガエル 1 1 0
9知る　　シル 1 1 0
10話す　　ハナス 1 1 0
11思う　　オモウ 1 0 1
12感じる　カンジル 1 ? 1
13越す　　コス 1 0 1
14住む　　スム 1 0 1
15試す　　タメス 1 ? 1
16泊まる　　トマル 1 0 1
17見える　ミエル 1 0 1
18やる　　ヤル 1 0 1
19別れる　ワカレル 1 0 1























言い切り 飽形式 言い切り 他形式 書い切り 他形式



















1　い　　　　　オオイ 4◎ 9 31
2良い　　　　　イイ 36 13 23
3無い　　　　　ナイ 29 3 26
4難しい　　　ムズカシイ 5 3 2
5悪い　　　　　　ワルイ 5 2 3
6凄い　　　　　スゴイ 5 1 4
7楽しい　　　　タノシイ 5 0 5
8小さい　　　　チイサイ 4 2 2
9可笑しい　　　オカシイ 4 1 3
10面白い　　　　オモシロイ 4 1 3
11安い　　　　ヤスイ 4 0 4
12少ない　　　　スクナイ 3 3 0
13・い　　　　　　ウルサイ 3 0 3
14深い　　　　　　フカイ 3 0 3
15低い　　　　ヒクイ 2 2 ?
16辛い　　　　　ツライ 2 0 2
17厚い　　　　　アツイ 1 1 0
18大きい　　　　オオキイ 1 1 0
19大きい　　　　オッキイ 1 1 0
20大人しい　　　オトナシイ 1 1 0
21高い　　　　　タカイ 1 1 ?
22強い　　　　　　ツヨイ 1 1 0
23馬鹿馬鹿しい　バカバカシイ 1 1 0
24古い　　　　　　フルイ 1 1 0
25不味い　　　　マズイ 1 1 0
26短い　　　　ミジカイ 1 1 ?
27珍しい　　　　メズラシイ 1 1 0
28良い　　　　　ヨイ 1 1 0
29宜しい　　　　墨黒シイ 1 1 0
30浅い　　　　アサイ 1 0 1
31暖かい　　　　アッタカイ 1 0 1
32骨い　　　　　アマイ 1 ? 1
33如何わしい　　イカガワシイ 1 0 1
34薄い　　　　ウスイ 1 ? 1
35美しい　　　　ウツクシイ 1 ? 1
36　愛しい　　　オイシイ 1 0 1
37重い　　　　　オモイ 1 0 1
38賢い　　　　　カシコイ 1 0 1
39悲しい　　　　カナシイ 1 0 1
40可愛い　　　　カワイイ 1 0 1
41字い　　　　　キタナイ 1 0 1
42黒い　　　　　　クロイ 1 0 1
43寂しい　　　　サミシイ 1 0 1
44寒い　　　　サムイ 1 0 1
45狭い　　　　　セマイ 1 0 1
46遠い　　　　　トオイ 1 0 1
47長い　　　　ナガイ 1 0 1
48早い　　　　ハヤイ 1 0 1
49速い　　　　ハヤイ 1 0 1
5◎広い　　　　　ヒロイ 1 0 1
51弱い　　　　　　ヨワイ ?
? 1




1《言い切り》 72 12 60
2ね　　　　　ネ 32 10 22
3し　　　　　　シ 14 3 11
4か　　　　　　カ 11 6 5
5から　　　　　カラ 10 4 6
6が　　　　　　ガ 8 6 2
7（でしよ）う　（デショ）ウ 8 5 3
8けど　　　　　ケド 8 1 7
9よね　　　　　ヨネ 7 2 5
10よ　　　　　　ヨ 7 1 6
11けれども　　　ケレドモ 6 2 4
12ので　　　　　ノデ 3 0 3
13かね　　　　カネ 2 1 1
14けども　　　　ケドモ ・1 0 1







1望ましい ノゾマシイ 3 3 0
2無い ナイ 3 0 3
3多い オオイ 2 2 0
4良い イイ 2 1 1
　編T簡い タカイ 1 1 0
6心許ない ココロモトナイ 1 1 0
7青い アオイ 1 1 0
8きつい キツイ 1 ? 1
9寒い サムイ 1 0 1
10近い チカイ 1 0 1
計 16 9 7
表7－6　「形容詞＋ノデス」に後接する形式一覧
学云調 擬i講
1が　　　　　　ガ 12 6 6
2けれども　　　ケレドモ 2 2 0
3ね　　　　　ネ 1 1 0
4《言い切り》 1 0 1




1無い　　　　　ナイ 140 47 93
2良い　　　　イイ 51 24 27
3多い　　　　オオイ 39 11 28
4少ない　　　　スクナイ 12 4 8
5悪い　　　　　　ワルイ 11 6 5
6難しい　　　　ムズカシイ 10 7 3
7大きい　　　　オオキイ 9 6 3
8長い　　　　　ナガイ 6 1 5
9面白い　　　　オモシロイ 5 4 1
1◎可笑しい　　　三下シイ 5 2 3
11楽しい　　　　タノシイ 5 1 4
12広い　　　　　　ヒロイ 5 0 5
13遠い　　　　　トオイ 4 0 4
14分かり難い　　ワカリニクイ 3 3 0
15細かい　　　　コマカイ 3 2 1
16仕様が無い　　ショウガナイ 3 2 1
17高い　　　　　タカイ 3 2 1
18強い　　　　　　ツヨイ 3 2 1
19宜しい　　　　多士シイ 3 2 1
20美味しい　　　オイシイ 3 1 2
21小さい　　　　チイサイ 3 1 2
22可’い　　　　カワイイ 3 0 3
23暗い　　　　　　クライ 3 0 3
24凄い　　　　　　ス：ゴイ 3 0 3
25　い　　　　　ツライ 3 0 3
26見難い　　　　ミニクイ 2 2 0
27分かり易い　　ワカリヤスイ 2 2 0
28言い難い　　　イイガタイ 2 1 1
29嬉しい　　　　ウレシイ 2 1 1
30珍しい　　　　メズラシイ 2 1 1
31甘い　　　　アマイ 2 0 2
32忙しい　　　イソガシイ 2 0 2
33痛い　　　　　　イタイ 2 0 2
34大人しい　　　オトナシイ 2 0 2
35怖い　　　　コワイ 2 0 2
36説明為難い　　セツメイシガタイ 2 0 2
37心ずかしい　　ハズカシイ 2 0 2
38安い　　　　ヤスイ 2 0 2
39烏濡：がましい　オコガマシイ 1 1 0
4◎重い　　　　　オモイ 1 1 0
41聞き難iい　　　　キキこニクイ 1 1 0
42為難い　　　　シガタイ 1 1 0
43　方無い　　　シカタナイ 1 1 0
44素人っぽい　　シロウトッポイ 1 1 0
45特定為難い　　トクテイシニクイ 1 1 0
46話し辛い　　　ハナシヅライ 1 1 0
47判断為難い　　ハンダンシニクイ 1 1 0
48低い　　　　ヒクイ 1 1 0
49細い　　　　　ホソイ 1 1 0
一60一
50不味い　　　　マズイ 1 1 0
51短い　　　　　ミジカイ 1 1 0
52見辛い　　　　ミヅライ 1 1 ?
53遣らせっぽい　ヤラセッポイ 1 1 ?
54分かり辛い　　ワカリヅライ 1 1 0
55明るい　　　　アカルイ 1 0 1
56温かい　　　　アタタカイ …　　　　1 0 1
57新しい　　　アタラシイ 1 0 1
58暑い　　　　　アツイ 1　　　1 0 1
59有り難い　　　アリガタイ 1　　　　1 ? 1
60著しい　　　　イチジルシイ 1 0 1
61入れ難い　　　イレニクイ 1 0 1
62奇跡っぽい　　キセキッポイ 1 0 1
63汚い　　　　　キタナイ 1 0 1
64厳しい　　　　キビシイ 1 0 1
65　い　　　　　クサイ 1 0 1
66素晴らしい　　スバラシイ 1 0 1
67狭い　　　　セマイ 1 0 1
68大学っぽい　　ダイガクッポイ 1 ? 1
69たどたどしい　タドタドシイ 1 0 1
70近い　　　　チカイ 1 0 1
71でかい　　　デカイ 1 0 1
72激しい　　　　ハゲシイ 1 0 1
73貧乏　い　　　ビンボウクサイ 1 0 1
74物凄い　　　　モノス：ゴイ 1 0 1
75弱い　　　　　　ヨワイ 1 0 1




1が　　　　　　ガ 87 56 31
2けれども　　　ケレドモ 86 35 51
3けど　　　　　ケド 62 8 54
4ね　　　　　　ネ 56 17 ・39
5けども　　　　ケドモ 39 18 21
6よ　　　　　　ヨ 27 2 25
7《言い切り》 25 6 19
8けれど　　　ケレド 10 3 7
9か　　　　　　カ 5 4 1
10から　　　　　カラ 3 2 1
11なんて　　　　ナンテ 1 0 1
計 401 151 250
一62一
学耳調 擬諦
1多い オオイ 2 0 2
2難しい ムズカシイ 1 1 0





1《言い切り》 2 1 1
2て　　　　　　テ 1 0 1
3た　　　　　タ 1 0 1

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































学会講演 独話 819 987 274．4
模擬講演 独話 料59婆 1，715 329．9
その他 独話 ＊＊＊P6 19 24．1
学会講演インタビュー 対話 ＊（10） 10 2．1
模擬講演インタビュー 対話 ＊（16） 16 3．4
課題搭向対話 対話 零（16） 16 3．1
自露対話 対話 ＊（16） 16 3．6
再朗読 朗読 ＊（16） 16 5．5
朗読 朗読 ＊（248） 507 15．5































































































































性別． 学会講演 模擬講潰 ，．その帰一 ∴下読＿ 再築談 対話 全体
女 173 910 9 252 8 29 1381
? 814 805 1G 255 8 29 1921
計 987 1715 19 507 16 58 3302
表4　話者の性別の分布（異なり）
性男藝 学会講演 模擬講演 その他 朗読 ．再朗読および対話 全体
女 138 ＊331 6 （122） （8＞ ＊＊＊＊S70
? 681 ＊＊Q63 ＊＊＊P0 （12の （8） 947

















Oe／e 20e／e ．400／e 600／a 800／， 1　Oo　e／，
学会講演 模擬講演 その弛 朗読 再朗読・ﾎ話 全体
□朱詳 哩2 3 0 o 0 15
ロその他 672 747 10 221 掲 葉664
騒首都圏 鷹35 305 3 66 25 534









。％ 2eO／e 40e／， 60％ 80％ 100e／e
学会講演 模擬講演 その他 朗読 再朗読・ﾎ話 全体
5未詳 重2 1 o 0 0 哩3
口その他 555 255 葉0 106 4 816
圏首都圏 120 1婚 2 32 7 233
























































































































音下め種類㌧ こ短単位数“－ 夷単位数・ 5％舞単位
学会講演 3，279，364 2，654，823 8LO
模擬講演 3，605，729 3，115，302 86．嘆
その他 282，728 239，989 84．9
朗読と再朗読 207，478 172，216 83．0
対話 149，826 津31，544 87．8
全体 7，525，125 6，313，874 83．9
4．3．節単位情報
　自発的な独話音声では，形態論的に典型的な文末特徴が生じることなく発話が連綿と続いてゆ
くことがある。「みんなで相談したんですけど，賛成しようということになって，私は反対だっ
たんだけど，それでもみんなは賛成なんで，一応賛成しようということになったんだけど，やっ
ぱり私は…」というような発話である。
123
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　書き言葉を基準にしてこの種の発話を分析すると大変な長文が生じてしまう。しかし，話し言
葉として見た場合，「節j（clause）が情報処理上の単位として機能している可能性が高い。上例
に読点を挿入した箇所である。節境界の情報は，以下に述べる談話境界情報や係り受け情報を作
成する際の単位の切り出しに利用することができるし，それ以外にも多くの利用が可能であると
考えられる。
　CSJには，転記テキストを解析して節境界の位置を検出し分類した情報が提供される。この
情報付与作業には，ATR音声言語コミュニケーション研究所で開発された節境界解析プログラ
ムCBAP（丸山他2003）をCSJ用に改良して利用した。また，既に述べたようにコアに関して
は自動解析結果を人手で修正した高精度情報を提供している。節単位情報の一一一一fflを下に示す。ゴ
チック部分が付加情報，それ以外は転記テキストである。
　私は旅行が大好きで／温温節デ／＋今までもあちこち行きましたけれども／並列節ケレドモ
／；主題の共有
　この例にはふたつの節が含まれており，いずれも並　櫛に分類されている。最後の付加情報
は，係助詞「は」でマークされた主題（「私」）がふたつの節で共有されていることを記述してい
る（高梨他2003）。
4．4．印象評定データ
　既に述べたように，印象評定には単独評定データと集合評定データの2種類がある。単独評定
データは，ほぼすべての講演音声を，その収録の現場において，収録スタッフ中の1名が評価し
たデータである。例えば発話の自発性に関する項目としては「自発性」と「発話スタイル」があ
り，いずれも5段階で評定されている。前者は「講演に際してどれだけ原稿を読みあげている
か」（原稿への依存度が低いほど自発性の評定値が高い），後者は発話が「どれだけ改まっている
か」（改まり度が高いほどスタイルの評定値が高い）を評定している。上記以外の5毅階評定項
目には「難関な専門用語の多少」「発話スピード」「発音の明瞭さ」「方言の多少」がある。
　5段階評定項目以外に，講演の印象にあてはまる形容語句をリスト中から自由に選択する形式
の評定も実施した。リストには以下の語句が含まれており，評定者は複数の語彙を選択できる：
「たどたどしい，流暢な，単調な，表情ゆたかな，自信のある，自信の無い，優しい，落ち着い
た，落ち着きのない，いらいらした，緊張した，リラックスした，大きい声，小さい声，かすれ
た声，裏返った声，こもった声，重厚な，軽薄な，若々しい，年寄じみた，元気のある，元気の
ない，聞き取りやすい，聞き取りにくい，生意気な，尊大な，鼻にかかった，高い，低い，きっ
ぱりした」。
　単独評定データには，ひとつの講演に評定者が1名だけであること，データベース全体では多
数の評定者が参加していること，講演の前半を聴いた時点で評定を行っているため，講演中のど
の部分が特に印象形成に影響したかが明らかでない場合がありうること等の問題がある。また，
124
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上に示した形容語句のリストも慎重に検討して作成したものではなかった。これらの問題を解決
するために作成したのが集合評定による印象評定データである。
　集合評定データは，全データの収録を終えた後に，コアに含まれる独話音声を対象として作成
した。1講演の密頭，中程，終盤からそれぞれ1分程度の連続した音声サンプルを抽墨し，それ
を20名の評定者が独立に評定した。CSJには，そのうち，評定の再現性が高いことが保証され
ている10名分のデータが格納されている。また，単独評定の評定が心理学的な厳密性に欠けるの
に対して，集合評定では実験心理学的に厳密な手順で構成した5種類の評定尺度を用いている点
も特徴である（籠宮他2003）。データベースの全体にわたる評価が必要な場合は単独評定データ
を，対象とする講演は少なくとも信頼性の高い評価値を利用したい場合は集合評定データを，そ
れぞれ利用することができる。
　印象評定データは，社会言語学などの研究において必要とされる発話スタイルの外的指標とな
るほかに，講演が聴き手に与える印象そのものの研究に利用できる。籠宮他（2003）は，集合評定
データで把握された講演の巧拙の印象と発話速度との関係を分析して，爾者の関係が線形でない
ことを報告している。
4．5．分節音情報とイントネーション情報
　我々は多くの場合，ただ音声を聞くだけで朗読音声と自発音声を区別することができる。つま
り両者間には何らかの音声学上ないし言語学上の差が存在していると考えられる。また印象評定
で「単調な」と評定される音声と「表帯豊かな」と評定される音声の間にも当然何らかの音声学
な差異があるものと予想される。
　こうした差異を客観的に検討するためには，音声自体の検討が必要になる。そのために，CSJ
ではコアに含まれる音声に対して分節音（子音や母音）のラベルとイントネーション（声の高さ
の時間変化）のラベルを提供した。これらは話し言葉の本質に最も直援的にかかわる情報と言っ
てよい。特にイントネーションについては自発音声の多様性が顕著に表れることが予想されたの
で，従来のラベリング手法であるJToBI（Venditt童1997）を大幅に拡張したXJToB王（前川
他2001；Maekawa　et　al．20◎2）を新たに考案して作業に臨んだ。朗読音声に分節音や韻律のラ
ベルを付与することは，従来から行なわれてきており，また自発音声のラベリングも試験的には
世界各地で試みられてきている（Nat．　Inst．　Jap．　Lang．2004参照）。しかし44時間（50万短単位）
というまとまった量の自発音声をラベリングしたのは世界で初めての試みである。
　図7にX－JToBIによるラベリングの例を示す。図上部に音声信号と音声基本周波数（Fo）曲
線が表示されており，その時間軸に同期させて各種ラベルがそれぞれ別の窓に表示されている。
上から順にゼ分節音層」（子音や母音のラベル），「単語層」（短単位の音素表記），「トーン層」
（イントネーションの構成要素としての音韻論的tone＞，「BreaM撮ex（BI）層」（発話の韻律
境界の深さを示す指標），rプUミネンス層」（トーン層の解釈を補助するための情報）が表示さ
れている。プロミネンス層の右端に表示されているラベル“FR”はいわゆる「浮き上がり調」
（川上1963）の上昇イントネーションを示している。イントネーションラベルの仕様については
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函7　CSJの分野膏ラベル・イントネーションラベルの例
　（発話は「え，これは，え一，同じ図なんですが」）
CSJに同梱されているマニュアルーDiskl／DOCの量ntonation．pdf一ないしMaekawa　et　a1．
（2◎02），前川（2004）参照9。
4．6．その他の付加情報
　紙幅の関係でその他の研究用付加情報にはごく簡単に言及するにとどめる。これらの情報付与
作業は上記の節単位情報とともに情報通信研究機構で実施された。
4．6．1．係り受け構造情報
　係り受け構造情報は，4．3で紹介した節単位を領域として，その内部での文節間の修飾関係を
示した情報である。耀し言葉の文法研究だけでなく，統語構造とイントネーションの関係の研究
などにも利用価値の認められる情報である。係り受け構造情報はコアに対してだけ提供される。
　CSJの係り受け構造分析の仕様は，薪聞の書き言葉を対象とした「京大コーパス」の仕様
（黒橋・長尾1997）を話し言葉用に拡張した仕様で実施されている。拡張仕様は，話し言葉に頻
出する，言いさし・言い直し・倒置・係りのねじれ等の現象に関するものである。以下に言い直
しと倒置に関する例を示す（内元他2◎◎3）。ゴチックが注目する要素である。倒置では，例外と
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して右から左への係り受けが許容されている。
i　（醤い直しの例＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
l　　　　　　　　山園一一r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
i　　　　　　　　　　山田さんは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
l　　　　　　　　　　　　　　　強靱な一一一｝　　　　　　　　　　　　　　　　　l
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　肉体の一r　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　持ち主だと一　　　　　　　　i
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言ってましたね　　　　i
i　（倒置の例）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
l　　　　　　　私は一一r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
i　　　　　　　　　　　耐えられないんです　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　L一一一一これは　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　図8　係り受け構造情報の例
4．6，2．要約・璽要文情報
　重要文とは，講演を要約する目的で抽出された転記テキスト中の重要部分のことである。テキ
ストの要約は自然温語処理の重要な研究対象である。また話し欝葉の自動音声認識研究でも，認
識結果をそのまま出力するのではなく，言語情報の伝達には無駄な部分を省略して要約したテキ
ストを出力することが多い。こうした研究のためには，人間が与えられた転記テキストをどのよ
うに要約するかの返報が必要である。
　CSJの要約・重要文情報作成作業では，作業者に50％と10％の2種類の基準で要約を作成さ
せた。50％の要約率を指定された作業者は，与えられた転記テキストの分量がちょうど半分にな
るように転記テキストを取捨選択する。取捨選択の単位としては4．3で説明したr節」を利用し
ている（野畑他2004）。
　また，上記の手法とは別に，転記テキストを慮由に要約した自＄要約データも作成しており，
これもCSJの一部として公開する。要約・重要文情報はコアに対して提供される情報である。
4．6．3．談話構造情報
　談話構造情報は，談話（例えばひとつの学会講演や模擬講演）内部における話題の階層構造を
示す情報である。談話構造の表示方法には様々な流儀があるが，CSJではGroszとSidnerが提
唱した「意図」に基づく談話構造理論に依拠した分析をおこなっている（Grosz　and　Sidner
1986；竹内他2003）。簡単に言えば，話し手が或る発話をおこなった際に保有していた意図（何
故そのような発話をおこなったか）を推測し，それによって談話を分割し，分割された単位間の
階層構造を決定する作業である。図9に談話構造タグの実例を示す。WHYの後にゴチックで示
されているのが認定された「意図」である。本例では最初の意図に属する談話区分が更にふたつ
の意図に下位区分されており，そのうち蔚半が更にふたつに下位区分されている。分析されてい
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る講演は音声学に関するものである。分析対象のテキストは転記テキストの基本形を変形したも
のであり，タグ（M）はメタ言語的表現を囲っている。
　談話構造情報は，いわゆる談話研究に欠くことのできない情報であり，自然言藷処理にも重要
な情報であるが，自発性の高い独話への情報付与はかなり難しいので，コアの一部に対してだけ
作業を実施した。
にロロロロぼロロロロのほほのロロコロロロほのリサのリリリサヒロコロのコのりリロコロ　ココロリにヒドリロロリロ　ロリコマヒのコロロロ　ロロサ　コリロロリロロコココロロコのロロ　ロココロヨロロロ　コロコロコ　ぼぼコココココロコロコロロロロロロロコ　ロココロリリ　リサ　のほロロロロロリニ
lWHY？　翼験の結果のi説明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
l　　　　で結果ですが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　；
i　WKY？　4つの「あ」を混合した結果の説明，　　　　　　　　　　　　、』　　　　　　　　　i
i　　　　まずこれを見てこれはお手許にある図と同じでございます　　　　　　　　　　　　　　i
：　　　　これは何を表わしているかと言いますとその（Mさざだが）という発話に含まれる四つの　i
i　　　　（Mあ）それを十回繰り返したもの全てですね　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　のこっちの左側がホルマント周波数の分布　右側がT3中舌颪のコイルの位置であります　　i
i　　　　で軸を変換いたしましていわゆる母音四角形のように読めるように表示しております　　　i
l　　WHY？　ホルマント周波数との相関の醗明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　でホルマント周波数F2を見ていただきますとs　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　Sというのはサスピションで疑いですが疑いの場合はF2が高い　　　　　　　　　　　　i
i　　　　それからAがアドミレーションで感心なんですがその場合は低いという関係がはっきり見i
i　　　て取れます　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　WHY？　瞬膏駆動との相関の既明　　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　そして同じように今度は調音運動の方を見ますと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　SにおいてはT3Xつまり前後方向の値が小さいということは前寄り　　　　　　　　　i
i　　　　それからAにおいてはT3Xが大きいということはより後ろ寄りという関係が見て取れま　i
l　　　　す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
i　　　　NDに関しまして1ま中立および落胆に関してはその中間に分布するという結果が出ており　i
l　　　　ます　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
i　WHY？　それぞれの「あ」の僑剥の結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　で今のは四つのモーラ（Mささだが）の全ての（Mあ）を　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　プールした結果でありますがそれぞれ個々のモーラに分離いたしますとこういう結果が出　i
l　　　　ます　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　図9　閉門構造情報の例（竹内他2003より引用）
4．7．XMし丁丁
　以上の説明からわかるようにCSJには豊富な研究用情報が含まれている。これらの情報を相
互参照することによって，議し言葉翁忌に新たな展開が期待されるのであるが，』概究用情報が豊
富になればなるほど，それらを統合して検索することが困難になってくる。
　この問題を回避するためには，種々の情報を階層化して統合的に表現すればよい。近年普及し
はじめたXMLは，この目的によく適つたマークアップ言語である。　CSJに含まれる研究用付
加情報は，単独のファイルとして提供されるとともに単一のXML文書に統合された形でも提供
される（付加情報のなかにはXML文書としてのみ提供されるものもある）。
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　話し言葉のデータでは，階層構造に破綻が生じることが稀ではないので（例えば節の内部に
200ms以上のポーズが生じると，文法的には単一の節がふたつの転記基本単位に分割されてし
まう），階層化は簡単ではない。しかし，情報検索のためだけでなく巨大なデータベースを論理
的に一貫した方法で管理してゆくためにもデータの階層化は必要不可欠である。CSJのXML
文書化については，菊池他（2004），塚原他（2004），Maekawa　et　al．（2004）参照。
5．CSJの公瀾
　以上，本稿では『日本語話し言葉コーパス』公開版の仕様を概観した。5年閤にわたった
CSJの開発は2004年3月に完了し，近日中の一般公開を予定している。国立国語研究所のホー
ムページでは，サンプル音声や予備的分析の結果も含めて，既にCSJの情報を提供してきてい
るが（http：／／www．kokken．go．jp），一般公開に関する情報もホームページで提供する予定であ
る10。
　また：CSJの構築過程で蓄積してきた各種作業マニュアルは現在700ページ以上に達している。
これらのマニュアルは日本のコーパス言語学にとって貴重な財産であるので，国語研究所の報告
書その他の形で順次公開してゆく予定である。またCSJ公開版には270ページ程度の解説文書類
を同梱する。
6．今後の展望
　我々は過去5年間にわたってCSJの構築に全力を注いできた。今後はCSJを言語研究や音声
情報処理研究のみならず幅広い研究領域で有効活用してゆくことが重要な課題になる。これまで
に実施した予備的解析では，社会言語学（前川2002a，2002b；Maekawa　et　ai。2003），心理学
（槙・前川2001；山住・籠宮・前川2003），音声談話研究（Y◎neyama，　et　al．2003；小磯2003）な
どにおける有効性を示してきた。しかし，これが利用可能な領域のすべてではあるまい。20◎1年
と2002年の2回にわたって実施したCSJのモニター公開に対しては，合計で3◎0件を超える試屠
申込みをいただいたが，希望者の専門は，音声箔報処理，自然言語処理，雷語学，日本語教育
学，心理学，社会学などの領域に広がっていた。これらの領域でCSJが幅広く活用されてゆく
ことを期待している。
　筆者魍人としてはいわゆるコーパス言語学的な専門的言語研究とならんで，辞書編纂など応用
面での可能性も中長期的な課題として追求したいと考えている。例えば，中期的な課題として発
音辞典への応用が考えられる。現在刊行されている日本語の発音・アクセント辞典類では，発音
のゆれの存在は記述されていてもその社会言語学的実態は報告されていない。この問題は，CSJ
転記テキストの発音形やコアの分節音・イントネ・一・一ションラベルを解析することによって，或る
程度まで解決することができるだろう。長期的課題としては，書き言葉データを含む現代日本語
の総合的なデータベースを解析して，話し言葉と書き言：葉の双方におよぶ日本語のコロケーショ
ン辞書を開発することなどが考えられる。
　ここで指摘しておく必要があるのは，今後どのような目的で利用されるにせよ，CSJのよう
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な欝語データベースの構築作業は一回実施すればそれで完了してしまう性質のものではないこと
である。梵語には堅固な構造が備わっていると同時に，時代とともに変化してゆく側面がある。
これは話し言葉も書き言葉も同様であり，音声や言語に関わる情報処理技術はその影響を免れる
ことができない。そのため，一定の時間間隔で日本語の変化を組織的かつ正確に記録しておくこ
とが必要になる。
　本稿を終えるにあたり，このようにして構築されるデータベースには情報処理技術上の価値だ
けでなく，広く国民の財産としての価値が認められることを強調しておきたい。我々が江戸時代
や平安聴代の文書に文化財としての価値を認めるように，今日の巳本語は未来の日本人にとって
貴重な文化財となることは間違いない。CSJのように多量の付加情報を伴った記録であれば，
その価値は倍増する。言語データベースの構築には未来の文化財を創成するという大きな付加価
値が存しているのである11。
謝辞：『日本語話し言葉コーパ刈に音声を提供してくださった話者の方々ならびに関係諸学会
に心より感謝いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1　科研費による研究として野元（1980），石井（1983）もあった。
2　http：／／www．ciair．coe．nagoya－u．ac．jp／jpn／db／dbciair／speech　corpus．htmに日本語をこ関する
音声データベースの概観が掲載されている。
3　BNCのspoken　partのために録音された音声は大英図書館（British　Library）で聴取すること
　ができる。
4　実際のCSJには図1｝こ示されているように752万短単位が格納されている。これは形態論的な
解析が終了するまでは語数を正確に推定することができないため，音声を多めに収録した結果で
　ある。
5　ただし実際には原稿を朗読したに等しい謡者も若干名含まれている。
6　さらに，CSJの場合，朗読・再朗読音声にもかなりの数のフィラーや語断片が含まれている。
　これらいわゆる非流鵜性が自発音声の特徴であるとすれば，朗読音声にもまた自発性の程度差が
存在することになる。
7　transcription．pdfに記述された内容が最新の仕様であり，他の文献とは異同がある。
8　厳密に言えば，手作業と自動解析の品詞体系は細部（用言の活用形の下位区分）において異な
　っている。これは霞勤解析に必要とされる言語素性を解析蒔に追加したために生じた梅違であ
　る。
9　intonation．pdfに記述された仕様が最終版であり，他の文献の内容とは異同がある。
10本稿の刊行と前後して一般公開を開始する予定である。
11いわゆる日本語の乱れについて有益な議論をおこなうためにも，いま眼前に広がっている日本
　語の多様性を的確に把握しておかねばならない。大規模な言語データベースの構築と解析は，こ
　の目的を達するための，ほとんど唯一の有効手段である。
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